
陸海空自衛官募集
平和を、仕事にする。

最新情報は、ホームページでご確認ください。

自衛官募集ホームページ
自衛官募集 検 索

毎月 1回・15日発行

発行所 公益社団法人 隊友会本部
〒162-8801 東京都新宿区市谷本村町5番 1号

電　話 03（5362）4871・FAX4876
購読料　１カ月120円（税込み送料別）、

１カ年1,400円（税込み送料共）

kouhou@taiyukai.or.jp

公益社団法人　隊友会　https://www.taiyukai.or.jp/

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦
況
は
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
が
防
勢
か
ら

攻
勢
に
転
移
し
、
ロ
シ
ア
軍

支
配
地
域
を
一
部
奪
還
し
つ

つ
も
、
ロ
シ
ア
軍
の
厳
し
い

攻
撃
に
晒
さ
れ
思
う
よ
う
に

進
展
せ
ず
、
益
々
長
期
化
の

様
相
を
呈
し
て
い
ま
す
。
ウ

ク
ラ
イ
ナ
が
戦
争
の
長
期
化

に
も
か
か
わ
ら
ず
強
靭
な
戦

闘
を
遂
行
で
き

る
の
は
国
民
の

祖
国
を
守
ろ
う

と
す
る
士
気
の

高
さ
や
西
側
諸

国
の
軍
事
・
経

済
支
援
等
の
要

因
も
あ
り
ま
す

が
、
縦
深
の
人

的
戦
闘
力
、
す

な
わ
ち
予
備
役

の
存
在
も
忘
れ

て
は
な
り
ま
せ

ん
。
現
在
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
軍
の

正
確
な
死
傷
者

の
数
は
分
か
り

ま
せ
ん
が
、
米

軍
制
服
組
ト
ッ

プ
の
ミ
リ
ー
統
合
参
謀
本
部

議
長
は
昨
年
11
月
に
、
「
ロ

シ
ア
軍
は
戦
争
の
結
果
10
万

人
以
上
の
死
傷
者
を
出
し
て

お
り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
側
の
死

傷
者
も
同
様
の
水
準
の
可
能

性
が
高
い
」
と
述
べ
、
米
紙

ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
（
電

子
版
）
は
３
月
13
日
、
「
ウ

ク
ラ
イ
ナ
軍
の
死
傷
者
数
が

最
大
約
12
万
人
に
上
る
」
と

報
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
数
を

参
考
に
す
る
と
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
は
ロ
シ
ア
侵
攻
時
総
兵
力

約
26
万
人
で
戦
争
に
突
入
し

ま
し
た
が
、
戦
争
遂
行
１
年

余
り
で
総
兵
力
の
約
半
数
が

戦
闘
に
参
加
で
き
な
い
状
況

に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
支

え
て
い
る
の
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ

予
備
役
約
90
万
人
の
存
在
で

す
。翻

っ
て
わ
が
国
自
衛
隊
、

特
に
陸
上
自
衛
隊
の
予
備
自

衛
官
の
現
状
を
み
る
と
、
４

万
７
千
９
百
人
を
定
員
と
す

る
も
約
７
割
程
度
の
充
足
で

あ
り
、
諸
外
国
軍
の
予
備
役

は
現
役
の
半
数
か
ら
同
数
、

徴
兵
制
度
の
あ
る
国
は
現
役

の
数
倍
か
ら
十
数
倍
あ
る
こ

と
を
考
え
る
と
極
め
て
少
な

い
勢
力
で
す
。
わ
が
国
周
辺

の
安
全
保
障
環
境
、
特
に
台

湾
有
事
の
可
能
性
も
否
定
で

き
な
い
今
、
大
き
な
問
題
で

す
。自

衛
隊
に
か
か
わ
ら
ず
、

わ
が
国
に
お
い
て
「
人
に
係

る
問
題
」
が
山
積
し
て
お
り
、

そ
の
解
決
策
と
し
て
Ａ

Ｉ
と
シ
ニ
ア
の
有
効
活

用
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

自
衛
隊
に
お
け
る
シ
ニ

ア
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

退
職
自
衛
官
の
ほ
ん
の

一
部
が
即
応
予
備
自
衛

官
や
予
備
自
衛
官
に
志

願
し
て
い
ま
す
が
、
大

勢
は
退
職
し
た
と
同
時

に
数
十
年
間
自
衛
隊
で

鍛
え
た
識
能
、
戦
闘
戦

技
能
力
等
の
ほ
と
ん
ど

を
返
納
し
民
間
人
と
し

て
生
活
し
て
お
り
、
退

職
自
衛
官
の
有
効
活
用

が
進
ん
で
い
な
い
の
が

現
状
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
防
衛
省
・
自
衛
隊
と

し
て
も
予
備
自
衛
官
の
問
題

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、

国
家
と
し
て
退
職
自
衛
官
を

管
理
し
、
必
要
な
時
に
召
集
・

運
用
す
る
等
、
新
た
な
予
備

自
衛
官
制
度
を
早
急
に
検
討

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

（（
常常
務務
執執
行行
役役
岩岩
谷谷
要要
））

い
わ
や
か
な
め

出
発
に
先
立
つ
６
月
28

日
、
狩
野
康
夫
・
栃
木
県
隊

友
会
長
、
安
藤
恒
夫
・
経
理

部
長
及
び
増
田
孝
久
・
広
報

部
長
は
、
中
央
即
応
連
隊

（
宇
都
宮
）
を
訪
問
し
た
。

懇
談
後
、
狩
野
会
長
か
ら
、

派
遣
隊
員
を
代
表
し
て
警
衛

隊
長
・
西
隼
人
３
等
陸
佐
に

「
今
後
約
６
カ
月
間
、
異
国

の
地
で
、
日
本
と
は
比
較
に

な
ら
な
い
酷
暑
の
厳
し
い
環

境
の
中
で
の
任
務
遂
行
と
な

る
が
、
ぜ
ひ
、
困
難
を
克
服

し
派
遣
任
務
を
完
遂
し
て
、

無
事
の
帰
国
を
し
て
頂
き
た

い
」
と
の
思
い
を
込
め
激
励

品
を
手
渡
し
た
。

（（
増増
田田
広広
報報
部部
長長
））

解解
説説２０

０
９
年
、
ソ
マ
リ
ア

沖
ア
デ
ン
湾
に
出
没
す
る
海

賊
対
処
の
た
め
、
わ
が
国
は
、

海
上
保
安
官
同
乗
の
も
と
護

衛
艦
２
隻
と
Ｐ
ー
３
Ｃ
哨
戒

機
２
機
を
ジ
ブ
チ
に
派
遣
し

た
。
ジ
ブ
チ
に
派
遣
さ
れ
た

派
遣
海
賊
対
処
行
動
航
空
隊

の
第
１
次
か
ら
６
次
ま
で
は
、

ジ
ブ
チ
駐
留
米
軍
基
地
に
拠

点
を
置
い
て
い
た
が
、
米
軍

基
地
か
ら
Ｐ
ー
３
Ｃ
対
潜
哨

戒
機
の
駐
機
場
ま
で
は
距
離

が
あ
り
、
炎
天
下
の
移
動
に

時
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、

日
本
は
、
ジ
ブ
チ
政
府
か
ら

ジ
ブ
チ
国
際
空
港
内
の
土
地

を
借
り
上
げ
、
２
０
１
１
年

６
月
に
新
た
な
活
動
拠
点
を

開
設
し
た
。

活
動
拠
点
の
移
転
に
伴
い
、

陸
上
自
衛
隊
を
主
体
と
す
る

警
備
・
維
持
管
理
を
実
施
す

る
部
隊
を
新
た
に
派

遣
し
、
「
派
遣
海
賊

対
処
行
動
航
空
隊
」

の
隷
下
に
置
い
た
の

が
現
在
の
「
派
遣
海

賊
対
処
行
動
支
援
隊
」

の
前
身
で
あ
る
。
こ

う
し
て
、
２
０
１
４

年
、
警
備
と
拠
点
の

維
持
管
理
を
主
任
務

と
す
る
第
１
次
派
遣

海
賊
対
処
行
動
支
援

隊
が
編
成
さ
れ
現
在

に
至
っ
て
い
る
。
派

遣
海
賊
対
処
行
動
支

援
隊
の
人
員
は
半
年

ご
と
に
交
代
す
る
が

指
揮
官
は
１
年
交
代

と
な
っ
て
い
る
。

４
月
25
日
（
第
１
波
）
及
び
７
月
18
日
（
第
２
波
）
に
陸
上
総
隊
を
基
幹
と
す
る
第
20
次
派
遣
海
賊
対
処
行
動
支
援
隊
要
員
が
出
国
し
た
。
７

月
18
日
、
宇
都
宮
駐
屯
地
に
お
い
て
、
見
送
り
行
事
が
行
わ
れ
、
約
70
名
の
第
２
波
派
遣
隊
員
は
隊
員
・
家
族
及
び
隊
友
会
員
な
ど
に
見
送
ら
れ
、

出
国
の
途
に
就
い
た
。

派遣隊員への激励品を手交
（右から堀口大助中即連隊長、西警衛隊長、狩野会長、

安藤経理部長、増田広報部長）

第第
2200
次次
派派
遣遣
海海
賊賊
対対
処処

行行
動動
支支
援援
隊隊
がが
出出
国国

駐屯地正門での見送り

鹿鹿
児児
島島
県県

６
月
21
日
、
鹿
児
島
県
瀬

戸
内
町
（
奄
美
大
島
）
で
は

水
源
地
の
排
水
管
に
土
砂
が

流
入
し
４
千
戸
に
断
水
が
発

生
。
鹿
児
島
県
知
事
か
ら
陸

自
奄
美
警
備
隊
司
令
に
給
水

支
援
に
係
る
災
害
派
遣
要
請

が
あ
り
、
奄
美
警
備
隊
と
海

自
奄
美
基
地
分
遣
隊
が
22
日

ま
で
の
間
、
延
べ
60
名
に
よ

る
給
水
支
援
を
実
施
し
た
。

福福
岡岡
県県

７
月
10
日
、
福
岡
県
久
留

米
市
内
で
土
砂
崩
れ
が
発
生
。

福
岡
県
知
事
か
ら
第
４
師
団

長
（
福
岡
）
に
対
し
、
人
命

救
助
に
係
る
災
害
派
遣
要
請

が
あ
り
、
西
部
方
面
混
成
団

（
久
留
米
）
、
第
４
高
射
特

科
大
隊
（
久
留
米
）
、
第
５

施
設
団
（
小
郡
）
の
隊
員
約

60
名
を
派
遣
。
住
民
の
救
助

が
完
了
し
た
こ
と
か
ら
同
日

活
動
を
終
了
し
た
。

佐佐
賀賀
県県

７
月
10
日
、
佐
賀
県
唐
津

市
で
土
砂
崩
れ
が
発
生
。
佐

賀
県
知
事
か
ら
第
４
師
団
長

（
福
岡
）
に
人
命
救
助
に
係

る
災
害
派
遣
要
請
が
あ
り
、

西
部
方
面
特
科
連
隊
第
４
大

隊
（
久
留
米
）
、
第
４
施
設

大
隊
（
大
村
）
、
空
自
第
３

術
科
学
校
（
芦
屋
）
、
空
自

第
８
航
空
団
（
築
城
）
か
ら

隊
員
約
２
５
０
名
、
捜
索
犬

３
頭
を
派
遣
し
、
14
日
ま
で

の
間
、
人
命
救
助
活
動
を
実

施
し
た
。

秋秋
田田
県県

７
月
14
日
、

秋
田
県
で
土

砂
災
害
の
影

響
で
排
水
管

が
破
損
、
男

鹿
市
、
山
本

郡
八
峰
町
及

は
っ
ぽ
う
ち
ょ
う

び
南
秋
田
郡

五
城
目
町
の

ご
じ
ょ
う
め
ま
ち

約
８
千
戸
で

断
水
が
発
生
、

秋
田
県
知
事

か
ら
第
21
普

通
科
連
隊
長

（
秋
田
）
に

給
水
支
援
に

係
る
災
害
派

遣
要
請
が
あ

り
、
21
普
連
、

第
９
化
学
防

護
隊
（
青
森
）

及
び
空
自
第

33
警
戒
隊

（
加
茂
）
は
、

24
日
ま
で
の

間
、
延
べ
３
３
０
名
に
よ
る

給
水
支
援
を
実
施
し
た
。

ま
た
、
16
日
に
は
秋
田
市

内
の
中
通
総
合
病
院
の
入
院

患
者
16
名
の
緊
急
患
者
輸
送

支
援
要
請
が
あ
り
、
21
普
連

は
40
名
の
隊
員
で
支
援
し
た
。

さ
ら
に
21
日
に
は
秋
田
市

内
の
災
害
廃
棄
物
撤
去
の
要

請
が
あ
り
、
24
日
ま
で
に
21

普
連
及
び
第
３
５
７
施
設
中

隊
（
秋
田
）
の
隊
員
延
べ
５

１
０
名
が
活
動
し
、
約
８
８

８
㌧
を
処
理
し
た
。
な
お
、

撤
去
は
、
日
中
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
集
積
を
、
夜
間
は
自
衛

隊
が
集
積
場
か
ら
仮
置
き
場

ま
で
の
輸
送
を
実
施
す
る
共

同
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施

し
た
。

（
写
真
は
全
て
統
幕
公
表
資

料
）

鹿児島県瀬戸内町での給水支援

佐賀県唐津市の土砂崩れ現場での人員捜索

ーー
給給
水水
支支
援援
、、
人人
命命
救救
助助
、、
災災
害害
廃廃
棄棄
物物
除除
去去
なな
どど
をを
実実
施施
ーー

６
月
下
旬
か
ら
７
月
中
旬
に
か
け
、
九
州
か
ら
日
本
海
側
の
各
地
は
、
梅
雨
前
線
付
近

の
線
状
降
水
帯
に
よ
る
大
雨
に
よ
り
各
地
で
土
砂
災
害
が
発
生
、
被
害
の
大
き
い
地
域
の

県
知
事
か
ら
の
要
請
に
よ
り
自
衛
隊
は
災
害
派
遣
に
出
動
し
た
。

新新たたなな予予備備自自衛衛官官
制制度度のの必必要要性性ににつついいてて

滋滋
賀賀
県県
特特
別別
会会
員員

奥
村
直
広

様

１
万
円

航航
空空
自自
衛衛
隊隊

荒
木
俊
一

様

１
万
円

（
順
不
同
、
七
月
三
十
一
日
現
在
）

鹿鹿児児島島
福福 岡岡
佐佐 賀賀
秋秋 田田

佐賀県唐津市の土砂崩れ現場での
捜索犬による捜索

秋田市での夜間災害廃棄物撤去

秋田県男鹿市での給水支援活動

令和５年８月15日
第832号

公益社団法人　隊友会　https://www.taiyukai.or.jp/ 来年度からの新連載
開始に向けて記事を
募集します

８面に詳細

春の異動
引越見積支援サービスを
各地で実施
２次元コード利用による事務の
効率化を図る（２面）

８面に「元気のある
支部」の連載を開始し
ました。
第１回は鹿児島県国分支部です。

令和５年度定時総会
の議決権行使要領と議案を

４面と５面の間に同封しました。

「防衛省からのお知らせ」
－防衛省を退職した皆様へ－

４面に掲載

陸海空自衛隊
サマー・フレンドシップ
キャンペーン開催中

５面に詳細

隊友会ホームページからの「期間限定
求人情報」をリニューアルしました。

一括して
手配します手配します!!!!

隊友会は、全国ネットの大手引越会社である
日本通運、サカイ引越センター、アート引越センター、日本通運、サカイ引越センター、アート引越センター、
ハート引越センター、三八五引越センター　ハート引越センター、三八五引越センター　から3社以上の見積を

お問い合せ

公益社団法人 隊友会
事務局（事業課）
〒162-8801 東京都新宿区市谷本村町5 番 1 号
電話　050-5896-4312　080-6842-8746

見積
引越
精算

申込

各社から下見の調整 ⇒ 下見 ⇒ 見積書の受領各社から下見の調整 ⇒ 下見 ⇒ 見積書の受領
貴方が会社を決定 ⇒ 引越貴方が会社を決定 ⇒ 引越
赴任先の会計隊に、領収書と３社の見積書を提出赴任先の会計隊に、領収書と３社の見積書を提出

①①オンラインで申込みオンラインで申込み　オススメ！オススメ！
　• 「２次元コード」をスマホで読み取り　• 「２次元コード」をスマホで読み取り
　•「隊友会　引越」とパソコン、スマホで検索　•「隊友会　引越」とパソコン、スマホで検索
　• 防衛省共済組合HPのバナーをクリック　• 防衛省共済組合HPのバナーをクリック
②②  FAXで申込み FAXで申込み（FAX申込書使用）（FAX申込書使用）
　•  隊友会本部事務局（03-5362-4876）に送信　•  隊友会本部事務局（03-5362-4876）に送信
　• 引越相談会などで隊友会会員に手渡し　• 引越相談会などで隊友会会員に手渡し

引越の合見積引越の合見積はは
隊友会隊友会へへ!!!!

ユーザーユーザー
満足度満足度
８６．４％８６．４％

（注）岩見沢～札幌～千歳～苫小牧周辺、東北６県、
関東１都６県、静岡県駿東郡小山町・御殿場市
を発地とする全国への引越しに対応

（注）岩見沢～札幌～千歳～苫小牧周辺、東北６県、
関東１都６県、静岡県駿東郡小山町・御殿場市
を発地とする全国への引越しに対応


